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創立 30 年を
迎 え ま す

　「
２
０
１
６
石
鳳
祭
」
が

10
月
８
、
９
日
に
開
催
さ

れ
、
活
気
あ
ふ
れ
る
キ
ャ
ン

パ
ス
に
多
く
の
学
生
や
卒
業

生
、
市
民
が
集
い
、
秋
の
一

日
を
楽
し
ん
だ
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
改
良
や

刷
新
と
い
う
意
味
の
「
Ｒ
Ｅ

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
」。「
今
ま
で
の
形

式
に
と
ら
わ
れ
ず
、
新
し
い

も
の
を
生
み
出
し
て
地
域
を

巻
き
込
ん
だ
祭
り
に
し
て
い

き
た
い
。
石
鳳
祭
を
よ
り
良

い
も
の
に
し
て
い
こ
う
と
い

う
思
い
を
込
め
た
」
と
遠
藤

志
穂
実
行
委
員
長
（
人
間
２

・
宮
城
県
塩
釜
高
）は
話
す
。

　
学
生
会
館
前
に
設
け
ら
れ

た
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

初
日
に
Ｓ
Ｗ
Ｏ
（
石
巻
専
修

大
学
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
・
ウ

イ
ン
ド
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
）

の
演
奏
、
ロ
ー
カ
ル
ヒ
ー
ロ

ー
「
雷
神
音
戦
士
ア
ニ
デ
ィ

ア
ン
」
の
ア
ク
シ
ョ
ン
や
ゲ

ー
ム
で
盛
り
上
が
る
中
昼

祭
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
と

多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
展

開
。
２
日
目
は
シ
ン
ガ
ー
・

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
神
田
莉

緒
香
さ
ん
、
バ
ン
ド
「
神

立
ヘ
イ
ヴ
ン
学
園
ぶ
れ
い

部
」、
お
笑
い
コ
ン
ビ
「
タ

イ
ム
マ
シ
ー
ン
３
号
」
が
登

場
し
、
会
場
を
沸
か
せ
た
。

　
昨
年
ま
で
体
育
館
で
行
わ

れ
て
い
た
ラ
イ
ブ
を
、
今
年

は
す
べ
て
屋
外
の
メ
イ
ン
ス

テ
ー
ジ
で
実
施
。
チ
ケ
ッ
ト

不
要
で
自
由
に
観
覧
で
き
る

た
め
、
例
年
以
上
の
盛
り
上

が
り
を
み
せ
た
。

　
昨
年
好
評
だ
っ
た
「
プ
ロ

レ
ス
リ
ン
グ
Ｄ
Ｅ
Ｗ
Ａ
」
の

出
張
試
合
は
今
年
も
盛
況
。

Ｏ
Ｂ
の
マ
グ
ナ
ム
石
巻
ら
が

力
と
技
の
ぶ
つ
か
り
合
い
を

見
せ
、
歓
声
と
声
援
が
こ
だ

ま
し
た
。

　
模
擬
店
や
地
場
産
品
の
販

売
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

キ
ャ
ン
パ
ス
は
お
祭
り
気

分
。
市
民
の
手
で
今
年
誕
生

し
た
ば
か
り
の
「
石
巻
復
幸

踊
り
エ
ン
ヤ
ド
ッ
ト
」
を
宣

伝
す
る
学
生
企
画
の
コ
ン
テ

ス
ト
も
行
わ
れ
、
ビ
ー
ト
の

効
い
た
曲
に
振
り
を
合
わ
せ

る
人
の
姿
も
。
石
巻
地
方
の

お
茶
の
魅
力
を
伝
え
る
講
演

会
や
、
理
工
・
経
営
・
人
間

の
各
学
部
が
主
催
す
る
企
画

展
も
に
ぎ
わ
っ
た
。

　
テ
イ
ラ
ー
・
ア
ン
ダ
ー
ソ

ン
記
念
基
金
に
よ
る
米
国
ラ

ン
ド
ル
フ
・
メ
ー
コ
ン
大
学

（
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
）と
の
交
流

事
業
に
参
加
す
る
た
め
、
学

生
５
人
（
引
率
・
大
津
幸
一

人
間
学
部
教
授
）
が
９
月
５

日
に
渡
米
、
16
日
ま
で
同
大

な
ど
で
研
修
し
、
教
員
や
学

生
ら
と
交
流
を
深
め
た
。
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
企
画
。

　
同
大
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国

語
指
導
助
手
）
と
し
て
石
巻

市
に
赴
任
中
、
東
日
本
大
震

災
の
津
波
で
命
を
落
と
し
た

テ
イ
ラ
ー
さ
ん
の
母
校
。
本

好
き
だ
っ
た
テ
イ
ラ
ー
さ
ん

を
追
悼
す
る
ベ
ン
チ
が
同
大

図
書
館
前
に
設
置
さ
れ
、
一

行
は
そ
の
落
成
式
に
出
席
し

た
ほ
か
、
講
義
や
交
流
会
に

参
加
。
同
基
金
を
設
立
し
た

テ
イ
ラ
ー
さ
ん
の
両
親
か
ら

も
自
宅
に
招
か
れ
る
な
ど
、

歓
迎
を
受
け
た
。

　
16
日
に
は
「
日
本
文
化
の

再
構
築
〜
石
巻
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
〜
」
と
題
し
、
ロ
バ

ー
ト
・
リ
ン
グ
レ
ン
学
長
を

は
じ
め
と
す
る
同
大
教
員
に

石
巻
の
歴
史
や
観
光
、
復
興

の
状
況
に
つ
い
て
英
語
で
発

表
し
た
。

　
昨
年
に
続
き
派
遣
学
生
に

選
ば
れ
た
及
川
秀
眞
さ
ん

（
理
工
３
・
宮
城
県
気
仙
沼

高
）
は
「
石
巻
の
復
興
状
況

を
よ
り
詳
し
く
伝
え
る
こ
と

が
で
き
た
。
私
は
教
員
志
望

で
、
テ
イ
ラ
ー
さ
ん
の
よ
う

に
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
交
流

を
大
切
に
す
る
人
物
に
な
り

た
い
」
と
話
す
。
交
流
事
業

は
今
年
度
で
最
終
年
度
。
７

月
に
は
同
大
の
教
員
や
学
生

５
人
が
来
学
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
の
派
遣
学
生
は

▽
酒
巻
大ひ

ろ

和よ
し

さ
ん（
理
工
２
・

宮
城
県
利
府
高
）
▽
遠
藤
巧

さ
ん（
経
営
４
・
宮
城
県
角
田

高
）▽
齋
藤
遙
香
さ
ん（
経
営

４
・
岩
手
県
水
沢
商
業
高
）▽

佐
藤
ひ
か
る
さ
ん（
人
間
３
・

宮
城
県
石
巻
好
文
館
高
）。

　
力
を
出
し
切
っ
て
昨
年
以

上
の
成
績
を
｜
｜
。
全
日
本

大
学
女
子
駅
伝
対
校
選
手
権

大
会
（
杜
の
都
駅
伝

10
月

30
日
、
仙
台
市
）
に
出
場
す

る
女
子
競
走
部
の
壮
行
式
が

10
月
４
日
に
学
内
で
開
催
さ

れ
、
２
年
連
続
２
回
目
の
レ

ー
ス
に
臨
む
部
員
た
ち
に
熱

い
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
た
。

　
上
位
２
校
が
本
選
に
出
場

で
き
る
東
北
地
区
代
表
選
考

会
は
９
月
12
日
、
宮
城
県
総

合
運
動
公
園
（
利
府
町
）
で

行
わ
れ
た
。
１
大
学
２
チ
ー

ム
（
１
チ
ー
ム
３
人

１
区

５
㌔
、
２
区
４
㌔
、
３
区
６

㌔
）
の
合
計
タ
イ
ム
を
競
う

方
式
で
、
女
子
競
走
部
は
１

位
の
東
北
福
祉
大
と
1
分
57

秒
差
の
１
時
間
47
分
24
秒
で

見
事
２
位
と
な
っ
た
。

　
川
崎
美
祈
さ
ん
が
３
区
の

区
間
賞
に
輝
い
た
の
を
は
じ

め
、
メ
ン
バ
ー
全
員
が
各
区

間
で
力
走
。
部
員
た
ち
の
走

力
ア
ッ
プ
は
目
覚
ま
し
く
、

創
部
２
年
目
な
が
ら
「
東
北

に
石
巻
専
大
あ
り
」
を
印
象

付
け
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
壮
行
式
は
学
生
会
の
主

催
。
尾
池
守
学
長
の
激
励
の

【
本
戦
登
録
選
手
】

▽
寺
牛
若
菜
さ
ん
（
経
営
２

・
埼
玉
県
飯
能
高
）
▽
原
田

詠
麻
さ
ん
（
経
営
２
・
静
岡

県
静
岡
北
高
）
▽
牧
野
あ
や

さ
ん
（
経
営
２
・
岩
手
県
北

上
翔
南
高
）
▽
漆
戸
雛
さ
ん

（
人
間
２
・
青
森
県
八
戸
学

院
光
星
高
）
▽
川
崎
美
祈
さ

ん
（
人
間
２
・
山
形
県
山
形

城
北
高
）
▽
髙
橋
七
海
さ
ん

（
人
間
２
・
山
形
県
九
里
学

園
高
）
▽
千
葉
悠
里
奈
さ
ん

（
人
間
２
・
宮
城
県
常
盤
木

学
園
高
）
▽
庄
司
琴
美
さ
ん

（
経
営
１
・
宮
城
県
聖
和
学

園
高
）

後
、
学
生
代
表
が
一
人
一
人

に
花
束
を
贈
呈
す
る
と
、
会

場
は
拍
手
に
包
ま
れ
た
。
原

田
詠
麻
主
将
は
「
昨
年
は
６

区
で
繰
り
上
げ
ス
タ
ー
ト
に

な
り
タ
ス
キ
を
つ
な
げ
な
か

っ
た
。
あ
の
悔
し
さ
を
ば
ね

に
、
今
年
は
練
習
を
重
ね

た
。
攻
め
の
レ
ー
ス
に
し
た

い
」と
意
気
込
み
を
み
せ
た
。

　
杜
の
都
駅
伝
は
４
・
８
〜

９
・
２
㌔
の
６
区
間
38
㌔
で

争
わ
れ
る
。
初
出
場
だ
っ
た

昨
年
は
22
位
。
泉
田
利
治
監

督
は
「
選
手
一
人
一
人
の
レ

ベ
ル
が
上
が
り
、
他
大
学
と

の
差
も
縮
ま
っ
て
き
て
い

る
。
積
極
的
な
レ
ー
ス
を
し

て
皆
さ
ん
の
声
援
に
応
え
た

い
」
と
語
っ
た
。

　
南
東
北
大
学
野
球
秋
季
リ

ー
グ
戦
の
優
勝
決
定
戦
が
10

月
９
日
、
福
島
県
郡
山
市
の

日
大
工
学
部
野
球
場
で
行
わ

れ
、
硬
式
野
球
部
は
福
島
大

に
３
｜
７
で
敗
れ
た
。
２
位

に
終
わ
り
、
明
治
神
宮
大
会

出
場
を
か
け
た
東
北
地
区
代

表
決
定
戦
進
出
は
か
な
わ
な

か
っ
た
。

　
総
合
力
で
は
今
一
歩
及
ば

な
か
っ
た
が
、
個
人
で
は
菅

野
一
樹
さ
ん
（
経
営
１
・
宮

城
県
聖
和
学
園
高
）
が
最
多

勝
投
手
賞
を
獲
得
し
た
ほ

か
、
首
位
打
者
賞
、
打
点
王

の
２
冠
に
輝
い
た
伊
藤
甲
斐

さ
ん
（
理
工
２
・
岩
手
県
専

大
北
上
高
）
が
優
秀
選
手

賞
、
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
（
三
塁

手
）、新
人
王
に
選
ば
れ
た
。

　
12
季
ぶ
り
の
優
勝
を
目
指

し
、
菅
野
さ
ん
、
羽
賀
和
也

さ
ん（
経
営
１
・
長
野
県
松
商

学
園
高
）
を
は
じ
め
と
す
る

投
手
陣
が
奮
闘
。
勝
負
強
い

打
撃
で
チ
ー
ム
を
け
ん
引
し

た
伊
藤
さ
ん
ら
の
活
躍
で
リ

ー
グ
戦
を
８
勝
２
敗
で
終

え
、
福
島
大
と
の
優
勝
決
定

戦
に
臨
ん
だ
。

　
初
回
に
先
制
を
許
す
も
、

四
回
裏
に
佐
藤
駿
さ
ん
（
経

営
２
・
青
森
県
八
戸
学
院
光

星
高
）
の
２
点
本
塁
打
で
逆

転
。
し
か
し
、
投
手
陣
が
相

手
打
線
に
つ
か
ま
っ
て
失
点

を
重
ね
、
じ
り
じ
り
と
点
差

が
開
い
た
。
九
回
裏
に
意
地

を
見
せ
、
１
点
を
返
し
た
も

の
の
涙
を
の
ん
だ
。

　
酒
井
健
志
監
督
は
「
優
勝

が
か
か
っ
た
こ
こ
一
番
で
、

勝
ち
に
対
す
る
執
念
が
出
せ

な
か
っ
た
。
結
果
は
残
念
だ

が
、
悔
や
ん
で
ば
か
り
は
い

ら
れ
な
い
。
今
シ
ー
ズ
ン
で

自
信
を
つ
け
た
選
手
も
多

い
。
来
シ
ー
ズ
ン
へ
向
け
て

個
々
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
ら
れ

る
よ
う
努
め
る
」と
語
っ
た
。

石
巻
市
の
研
究
者
が

地
元
の
茶
の
歴
史
を

講
演

模
擬
店
の
人
気
商
品

「
李
チ
ヂ
ミ
」
を
販

売
す
る
経
営
学
部
の

李
東
勲
ゼ
ミ
生

軽
快
な
演
奏
で
観
客
を
魅
了
し
た
Ｓ
Ｗ
Ｏ

息の合ったダンスを見せたダンス愛好会

熱
い
応
援
を
受
け
、
笑
顔
で
健
闘
を
誓
う
部
員
た
ち

講
義
で
ラ
ン
ド
ル
フ
・
メ
ー

コ
ン
大
学
の
学
生
と
意
見
を

交
わ
す
及
川
さ
ん

　
石
鳳
祭
に
合
わ
せ
８
日
に

は
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

ー
」
が
催
さ
れ
た
。
旧
友
や

恩
師
と
笑
顔
を
交
わ
し
、
再

会
を
喜
び
合
う
卒
業
生
の
姿

が
数
多
く
み
ら
れ
た
。

２
０
１
６
石
鳳
祭

あふれる活気

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
も

杜
の
都
で
の
快
走
誓
う

全
日
本
大
学
女
子
駅
伝
壮
行
式

惜
し
く
も
２
位

南
東
北
大
学
野
球
秋
季
リ
ー
グ
戦

復
興
の
現
状
も
伝
え
る

５
人
が
米
・
メ
ー
コ
ン
大
訪
問
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女川駅石巻駅
仙石
線

石巻線

石巻線

専
修
大
学
法
学
部
フ
ェ
ス
タ
（
２
０
１
５
年
１
月
）
で
は
早
坂

さ
ん
ら
が
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
、専
大
生
に
振
る
舞
っ
た

域
性
を
い
か
に
出
し
て
い
く

か
だ
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
も

大
切
。
ま
た
、
食
に
ま
つ
わ

る
環
境
も
変
わ
っ
て
き
て
い

る
の
で
幅
広
い
視
野
で
展
望

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
今
後
も
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ

ィ
ー
あ
る
商
品
を
開
発
し
て

い
き
ま
す
よ
」
と
目
を
キ
ラ

リ
と
輝
か
せ
た
。

　「
サ
バ
だ
し
」
は
、
独
特

の
風
味
、
そ
し
て
誕
生
秘
話

も
話
題
と
な
り
、
多
く
の
メ

デ
ィ
ア
に
も
登
場
し
て
い

る
。
今
夏
、「
サ
バ
だ
し
」

を
提
供
す
る
飯
野
川
の
食
堂

「
き
か
く
」
が
人
気
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
「
孤
独
の
グ
ル
メ
」

に
登
場
。
話
題
を
呼
ん
だ
。

客
が
さ
ら
に
増
え
、
土
曜
、

日
曜
日
は
行
列
の
店
と
な
っ

た
と
い
う
。
店
主
の
佐
藤
宗

雄
さ
ん
は
「『
サ
バ
だ
し
』

の
お
か
げ
で
飯
野
川
の
ま
ち

が
活
性
化
し
ま
し
た
。
石
原

先
生
は
ゼ
ミ
生
へ
の
指
導
は

厳
し
い
で
す
が
自
由
に
活
動

さ
せ
て
い
る
。
ゼ
ミ
生
に
き

ち
ん
と
し
た
会
話
や
気
配
り

が
備
わ
っ
て
い
る
の
に
は
感

心
し
ま
す
。
こ
れ
も
活
動
の

成
果
で
し
ょ
う
」

　
サ
バ
だ
し
ラ
ー
メ
ン
は
地

方
発
送
も
可
能
。
問
い
合
わ

せ
は
島
金
商
店
☎
０
２
２
５

・
96
・
６
３
５
５
へ
。

　
そ
の
後
、
農
業
生
産
法
人

の
舟
形
ア
グ
リ
、
製
麺
業
者

の
島
金
商
店
、
水
産
加
工
の

山
徳
平
塚
水
産
（
い
ず
れ
も

石
巻
市
）
と
の
産
学
・
異
業

種
連
携
開
発
商
品
と
し
て
生

麺
タ
イ
プ
の
商
品
版
が
発
売

さ
れ
た
。
水
産
加
工
残ざ

ん

滓し

と

し
て
排
出
さ
れ
る
あ
ら
（
中

骨
、
な
か
お
ち
）
か
ら
エ
キ

ス
を
抽
出
し
、
濃
縮
ス
ー
プ

に
。
麺
は
サ
バ
の
中
骨
を
高

温
で
焼
く
な
ど
し
て
粉
末
に

し
、
宮
城
県
産
小
麦
に
練
り

込
ん
だ
。

　
サ
バ
だ
し
ラ
ー
メ
ン
は
宮

城
県
内
や
「
ス
ー
パ
ー
サ
カ

ガ
ミ
」（
東
京
）
ほ
か
関
東

地
方
の
ス
ー
パ
ー

な
ど
で
販
売
。
手

軽
に
楽
し
め
る
カ

ッ
プ
麵
も
あ
る
。

石
巻
専
大
の
学
食

メ
ニ
ュ
ー
に
も
な

っ

た
。

仙

台

市

「
仙
台
う
み
の
杜

水
族
館
」
の
フ
ー

ド
コ
ー
ト
に
も
登

場
、
こ
ち
ら
も
人

気
だ
。

　
石
巻
地
域
の
資

源
を
最
大
限
に
活

用
し
て
い
る
の
も
特
徴
で

「
フ
ー
ド
ア
ク
シ
ョ
ン
ニ
ッ

ポ
ン
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
４
　

食
べ
て
応
援
し
よ
う
賞
」

「
15
年
度
食
材
王
国
み
や
ぎ

推
進
優
良
活
動
表
彰
」
ブ
ラ

ン
ド
化
部
門
大
賞
の
ほ
か
、

今
年
は
「
第
９
回
い
し
の
ま

き
大
賞
」
に
輝
い
た
。

　
卒
業
生
の
早
坂
駿
輝
さ
ん

（
平
27
石
経
営
・
㈱
イ
ン
テ

ッ
ク
）
は
一
昨
年
ま
で
「
大

学
は
美
味
し
い
」
フ
ェ
ア
に

参
加
し
て
い
た
。
「
東
日
本

大
震
災
の
時
は
１
年
次
生
。

被
災
地
の
大
学
と
し
て
何
か

で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考

え
、
地
域
連
携
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
魅
力
を
感
じ
て
石
原

ゼ
ミ
に
入
り
ま
し
た
。
開
発

会
議
や
商
品
開
発
、
試
食

会
、
調
査
を
地
元
企
業
の
人

と
一
緒
に
繰
り
返
し
行
い
ま

し
た
」
と
振
り
返
る
。
最
も

苦
労
し
た
の
は
ベ
ー
ス
と
な

る
ス
ー
プ
づ
く
り
。「
い
か

に
サ
バ
の
臭
み
を
な
く
す

か
、
ア
ラ
を
洗
っ
て
み
た

り
、
焼
い
た
り
、
酒
に
つ
け

て
み
た
り
…
…
。
試
行
錯
誤

で
し
た
」

　
県
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
で
売
り
込
み
や
販
売

活
動
に
励
み
、
徹
底
的
な
試

験
販
売
と
消
費
者
調
査
を
実

行
、「
足
り
な
い
も
の
は
な
に

か
」「
客
の
ニ
ー
ズ
は
」
を
探

っ
た
。
そ
の
積
み
重
ね
が
引

き
継
が
れ
、
現
在
の
サ
バ
だ

し
に
な
っ
た
。

　「
ゼ
ミ
活
動
は
長
時
間
に

お
よ
び
、
土
曜
、
日
曜
日
も

活
動
、
県
外
に
も
飛
び
多
忙

で
す
が
、
い
つ
も
充
実
感
が

あ
り
ま
す
」
と
言
う
の
は
伊

藤
ゼ
ミ
長
。
二
人
と
も
「
石

巻
を
盛
り
上
げ
よ
う
」
と
い

う
思
い
が
原
動
力
だ
っ
た
。

　
石
原
教
授
は
「
大
手
の
メ

ー
カ
ー
に
対
抗
す
る
商
品
開

発
に
最
も
必
要
な
の
は
、
地

の
男
子
学
生
は
「
昨
年
、
イ

ー
ト
イ
ン
で
『
サ
バ
だ
し
』

を
試
食
、
独
特
な
風
味
に
は

ま
っ
た
。
石
巻
専
大
が
こ
の

フ
ェ
ア
の
Ｍ
Ｖ
Ｐ
だ
と
思
っ

て
い
る
」
と
絶
賛
。「
臭
み

を
感
じ
な
い
ス
ー
プ
が
お
い

し
い
。
サ
バ
の
先
入
観
が
消

え
た
」
と
言
う
声
も
。

　
新
商
品
を
続
々
開
発
中

で
、「
ど
ぶ
漬
け
唐
揚
げ
」

や
、
過
去
に
は
郷
土
料
理
を

現
代
風
に
し
た
「
ず
る
び
き

あ
ん
か
け
」
な
ど
も
出
展
し

た
。

　
石
原
ゼ
ミ
は
「
ま
ち
づ
く

り
」
や
「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の

形
成
手
法
」
に
つ
い
て
実
践

的
な
考
察
を
行
っ
て
い
る
。

地
域
文
化
を
発
掘
し
て
盛
り

上
げ
よ
う
と
、
石
原
教
授
と

ゼ
ミ
生
が
石
巻
市
北
部
の
飯

野
川
地
区
の
食
文
化
だ
っ
た

サ
バ
だ
し
に
着
目
。
飯
野
川

商
店
街
有
志
で
構
成
す
る
河

異
業
種
連
携
で
独
自
商
品

人
気
の
サ
バ
だ
し
ラ
ー
メ
ン

　
５
月
末
、
東
京
新
宿
・
髙

島
屋
で
開
か
れ
た
第
９
回

「
大
学
は
美
味
し
い
‼
」
フ

ェ
ア
。
こ
こ
で
は
大
学
で
の

研
究
や
地
域
と
の
連
携
に
よ

り
誕
生
し
た
大
学
発
ブ
ラ
ン

ド
食
品
が
紹
介
さ
れ
る
。
今

年
は
全
国
の
34
大
学
が
出

展
。

　
こ
こ
で
注
目
を
集
め
た
の

が
石
巻
専
大
石
原
ゼ
ミ
の
ブ

ー
ス
だ
。

　
石
原
ゼ
ミ
は
同
フ
ェ
ア
に

第
７
回
か
ら
出
展
し
て
い

る
。
今
年
の
主
な
出
展
商
品

は
▽
石
巻
・
飯
野
川
発
サ
バ

だ
し
ラ
ー
メ
ン
（
チ
ル
ド
タ

イ
プ
と
贈
答
品
用
）
▽
鳥
取

・
境
港
発
カ
ニ
だ
し
ラ
ー
メ

ン
▽
宮
城
・
石
巻
発
シ
ャ
ケ

だ
し
ラ
ー
メ
ン
。
サ
バ
だ
し

は
毎
回
常
連
だ
が
新
商
品

「
カ
ニ
だ
し
」
と
「
シ
ャ
ケ

だ
し
」
も
注
目
を
集
め
、
６

日
間
で
約
７
０
０
パ
ッ
ク
を

売
り
上
げ
た
。

　
伊
藤
大
亮
統
括
ゼ
ミ
長

（
経
営
４
）
は
じ
め
ゼ
ミ
生

８
人
が
売
り
込
み
に
奮
闘
。

連
携
企
業
の
関
係
者
や
石
原

ゼ
ミ
の
Ｏ
Ｂ
も
多
数
訪
れ
、

ゼ
ミ
生
を
応
援
し
た
。

　
ブ
ー
ス
を
訪
れ
た
他
大
学

石原教授（左から２人目）と伊藤ゼミ長（同４人目）、

早坂さん（右端）らゼミ生・卒業生、協力企業の皆さん

＝2016年「大学は美味しいフェア」で

　
石
巻
の
産
業
復
興
に
つ
な
げ
た
い
｜
｜
。
石
巻
専
修
大
学
経
営
学
部
石
原
慎
士

教
授
（
地
域
産
業
論
）
の
ゼ
ミ
が
２
０
１
１
年
、
サ
バ
の
あ
ら
で
取
っ
た
だ
し
を

ス
ー
プ
に
し
た
「
サ
バ
だ
し
ラ
ー
メ
ン
」
を
開
発
。
商
品
化
さ
れ
、
今
年
９
月
ま

で
に
29
万
食
を
売
り
上
げ
る
ヒ
ッ
ト
作
に
な
っ
た
。
今
や
「
サ
バ
だ
し
と
言
え
ば

石
巻
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
だ
。
名
物
誕
生
ま
で
の
道
の
り
や
人
気
の
秘
密
、
最
新

の
開
発
商
品
や
話
題
を
石
原
教
授
、
ゼ
ミ
生
、
Ｏ
Ｂ
や
連
携
事
業
者
に
聞
い
た
。

石
巻
専
大
経
営
・
石
原
ゼ
ミ

サバだしラーメン人気沸騰
石巻伝統の味を生かし商品開発

北
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
「
な

つ
か
し
の
町
・
飯
野
川
」
と

協
議
し
、「
サ
バ
の
あ
ら
で

取
っ
た
ス
ー
プ
の
サ
バ
だ
し

ラ
ー
メ
ン
」
を
考
案
し
た
の

が
始
ま
り
だ
。

　
サ
バ
の
持
つ
コ
ク
と
う
ま

み
を
最
大
限
に
引
き
出
す
こ

と
に
成
功
、
飯
野
川
地
区
の

四
つ
の
食
堂
で
売
り
出
し

た
。
現
在
は
県
外
か
ら
の
リ

ピ
ー
タ
ー
が
増
え
、「
サ
バ

だ
し
」
が
看
板
メ
ニ
ュ
ー
に

な
っ
た
店
も
あ
る
。


